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平成１８年１０月１１日

研究主題 「確かな学力を育む指導法の工夫改善」

副主題 ～単元シラバスの活用を通して～

福岡市立板付中学校

発表者 永野 信夫

１ 主題設定の理由

○ 社会的要請から

これからの変化の激しい社会を生きていくためには，学校で学んだ知識・技能だけで

社会を生きていくのではなく，子ども達自身で個性を発揮し，未来に向かって力強く生

きていく力が求められている。ここで必要となるのが自ら学び考える力などの「確かな
学力 ，他人を思いやる心や感動する心などの「豊かな人間性 ，たくましく生きるた」 」

「 」 「 」 。 「 」めの 健康や体力 などの 生きる力 が必要となってくる 子どもたちの 生きる力

は学校だけでなく，家庭や地域と一体となって育むことが，社会に出た後も一生涯学び

続けることができる基礎的な資質や能力を育むこととなる。特に「確かな学力」である

自分で課題を見つけたり，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能

力を育てていくことが，学校に求められている課題となっている。

○今日的課題から

文部科学省が実施・参加した全国的・国際的な学力調査によると，日本の子どもの成

績は，国際的にみてトップクラスにある。ただし，暗記や計算は得意だが判断力や表現

力が身に付いていないというデーターが出ている。また，勉強は大切だが必ずしも好き

だと思っていないなど，子どもの学習意欲が低いという点が浮き彫りになっている。他
に，学校の授業以外に勉強をほとんどしなという子どもがかなりいるなど，子どもの学

習する習慣が身に付いていないということも分かってきた。これらの理由としては，子

どもたちの学びを支える自然体験や社会体験，生活体験が不足し，人やものとの関わり

が不足しているためだと考えられている。これらの課題を解決するために，各学校で創

意工夫した「わかる授業」を行い，学習意欲を高めることが必要だと考えられている。

○本校生徒の実態から

本校では，７，８年前から教室に入らない生徒を中心に荒れた状態が続いていた。そ

の解決策として平成１４年度から２年間，福岡市教育委員会の委嘱を受け 「生徒指導，

の視点を取り入れた教科指導のあり方」をテーマに取り組んできた。その後，平成１６

年度からは，研究領域を学級活動に広げ 「自己存在感 「共感的人間関係」を育む集， 」

団づくりに着目して，研究を推進してきた。さらに，１７年度から「学びの自立」を目
指して，各教科単元のシラバスを使った学習指導に取り組んできた。４月に実施された

の学力実態調査の結果 「関心・意欲・態度」の観点は，市平均レベルまで上がっCRT ，

てきた。ただし 「思考・判断」の観点は，市平均よりかなりポイントが下回っている，

状態である。今後は，自ら学ぶ意識を育てることで，今日的課題を解決できると考える

ことができる。

２ 研究仮説

学ぶ意欲を育てる学習指導において，シラバスを示し，学習の見通しを示すことで，

意欲的・主体的に学習に取り組むであろう。

シラバスの意味

， ， ， ， 。・教えるべき目標 内容 学習者の学習方法 指導方法 評価等の概略を示したもの

・生徒が，各教科の学習において，主体的・計画的に学習するために必要な情報をま
とめたもの。

， ， ，・生徒の意欲向上や保護者への積極的な情報提供 教員自身の授業づくり 指導方法

評価方法の改善をするためのもの。
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３ 研究目標

シラバスを作成し，生徒が意味のある「学び」を見いだし 「学びの自立」を身につ，

ける。

４ 研究の実際

（１）単元シラバスの作成

（２）自己評価表の記入

５ 考察

「学びの自立」を育てる。

・学習することの意義，目的，価値，楽しさを知ることができる。

・自分の能力の向上，現在の理解状況を客観的に理解することができる。
・学習の定着のための学習方法を知っている。

・知識の構造化・関連づけができる。

・理解できないときにどうすればよいか知っている。

６ 成果と課題

【成果】

○全教科で「単元シラバス」を作成し，生徒に授業の目的や計画・評価方法を知らせる

ことで，学習の見通しや具体的な学習の目標を持たせることができた。

○教師自身，シラバスを作成することで，指導のポイント・評価の観点が明確に出てい

るので，授業の充実度が深まった。

【課題】

●単元ごとにシラバスを作成するが，シラバスに対する生徒の意見が十分集約できなか

った。
●単元シラバスの活用の趣旨を生徒に十分理解させていくことが必要である。
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※ Ａ４で３枚程度，一太郎かワードで作成してください。

※ 作成したデータは，メモリースティックに保存し，事前に実施された自己評価や評

価テストワークシートや補充資料と共に，数学教育研究会（⑦東住吉中 福崎宛）へ

１０月末日までに提出してください。


